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本庄高等学校創立百周年に向かって

みなさんこんにちは同窓会長の狩野

輝昭でございます。

いつも同窓会の皆様方にご協力頂 き

ありが とうございます。心より感謝を

申し上げます。

前回の柏陵にも書かせて頂きました

が、2022年 は歴史 と伝統有る本庄高校

の創立百周年記念にあた ります。我が

母校の卒業生は多士済々で、日本全国

で、ご活躍 された方を輩出 してお りま

すし、現在も大活躍されている方々が、

沢山おります。今は私学が隆盛ですが、

か            け

県北の雄 として健在でございます。公

立高校の合併や廃校を見聞きするたび

に、本庄高校は歴史を積み重ね、百周

年を迎えることが出来 ます事は喜びに

堪えません。心より同窓生の皆様と一緒

に喜ぶところでございます。

百周年記念事業 として、後輩のため

に トレーニング機器を贈呈 し、文武両

道を目指す母校に送 りたいと思います。

ご寄付頂いた方は百周年記念誌 と百周
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年記念碑にご芳名を

記載 し末永 く感謝の

気持ちを残した く思

います。

また、学校のご厚

意により、いつでも

お出で頂ける同窓会

の部屋を用意するこ

とが出来ます。 この

同窓会室は歴史ある

伝統校の思い出の品 (絵画・書・優勝カッ

プ)な どを陳列させて頂きたいと思いま
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皆様方のご寄付を仰ぎ、立派な百周

年事業を完成 させた く思いますc地域

社会に本庄高校 ここに有 り、をお示 し

したいと思います。なお、事業後の剰

余金につきましては本庄高校の育英資

金に繰 り入れさせて頂き、後輩のため

に活用 したいと思います。今 までの本

庄高校の歴史 と今後の本庄高校の歴史

の為、絶大なるご協力をお願い申し上

げます。
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本庄高校は2022年 に創立百周年を迎えます。
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創立百周年 に向けて

本庄高等学校は、大正 11年 に地域の皆様の熱い要

望により埼玉県立本庄中学校 として創立 され、令和 4

年度を持ちまして倉」立百周年を迎えることとな りまし

たcこ の間、多 くの有意な人材を世に送 り出し、平成

25年度か らは「進学重視型単位制高校Jに 移行 し、

地域の期待 と信頼に応えてまいりましたe

同窓会では、 こうした学校の活動を支援 し、地域社

会はもとより|IL界 で活躍する優秀な人 |イ を輩出するた

め、プリ校のイ豊 tヒ
′
11徒 の i「 動グ)支 11に 努めてまい りま

したか、記念すべき
~唐

」立百周年」を迎えるにあたり、

同窓会・ PTA・ 後援会の二者で創立百周年実行委員

会を立ち上げ、記念事業を令和 4年 に向けて推進 します。

実行委員会は記念式典準備部会・記念誌編集部会・

記念事業準備部会・募金対策部会の 4部会で組織され、

今年度から記念事業を実施するための募金活動を開始

しますので、新サ]!コ ロナウイルス感染症で厳 しい経済

状況のもと誠に恐縮て
`ま

ございますが、同窓生の皆様

の深いご理解 とご支援をいただき、母校である本庄高

等学校の更なる発展のために、本事業が達成されます

よう何卒ご協力をお願い申し上げ
｀
ます _

募金目標額

記念事業

5,000万 1¬]

(1)倉1141′
「周年記念式典

(2)ト レーニング機
llの

整 fi

(3)同窓会室 (仮 Fl()ク)整 備

(4)創 立 ll周 年記念誌の刊行

(5)倉」立百周年記念石碑

(6)同窓会名簿の再発行

募金活l lJに つきましては、来春早 々に同窓41の 皆様

に趣意書で正式にご案内しますので ^日 1万 円で出来

れば 2口 以「1の ご寄付をいただければ、滞 りな く記念

事業が実施できますので、ご協力をよろしくお願いし

ます
=

募金対策部会長 柿木左近 (同 窓会副会長 )

創立百周年寄付回座開設
埼玉縣信用金庫本庄支店

普 通 1651487
□座名 県立本庄高校創立百周年実行委員会

埼玉りそな銀行本庄支店

普 通  5015588
口座名 埼玉県立本庄高等学校創立百周年

実行委員会

ゆうちょ銀行日座を開設中

百周年は2022年ですので、皆さん宜しくお願いしま丸

所得税 法人税 相続税 消費税等 申告代理 相談

小暮隆史税理士事務所

税理士 JJヽ暮  隆 受l(高 17回卒)

〒 366-0001 深谷市中瀬 112
TEL 048-587-2416 FAX 048-587-2254

株式会社み き電気
古1 施  I:

'1:委 託 撃i

事業内容

公共事業各種電気工事

老人福祉施設電気工事

住宅配線電気設備工事

4≧ 唱警  壊暫需響橿扁帯電気設備工事

各種工場電気設備工事 なと

fヽ 表取締役 新 井 弘 行
(1を 成フニ年卒・∴IJ ll中  tT,
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2015年購入医師による評価日本一 :

③
」:ローrVL・Jフトウェフ

医療システム開発、通信システム開発・検証

代表取締役 会長 狩 野 輝 昭

(昭和41年卒・高18回 )

〒367-0044 埼玉県本庄市見福三丁目11番 10号

TEL:0495-22-0001 FAX:0495-24-3380

鶴
n■

:重
量動車0

代表取締役 森 オ寸 イ麦 イテ

(昭 オロ6年卒・高38回 )

〒369-0305 埼玉県児玉郡上里町ネ申保原町841-|
te:0495-33-3181 fax:0495-33-2407

終身会費は同封の振込用紙で納入して下さいっ
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若者よ、よく遊びよく学べ !
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1攻 前の先輩 たちの多 くは、戦
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母校への思い 高校生活の想い出

内 田 廣 治 さ ん (高 18回卒学年支菩r長 ) 巴  高 志 さ ん (高 24回卒学年館 r長 )

多 くの仲間に声掛けをし成功裏に終えるよう活ll」 してい

きたいと思っている.、
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TEL 0495-22--3761

明るい社会づくり運動

玉県協議会

会 長 加 藤  玄静
(‖ FI利 13 7イド3り lス 1/・

 ・ 市
・
1 141口 |)

本庄高校は2022年 に創立百周年を迎えます.
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業
生

に
行
い
ま
し
た
。

一
・
一
年^
生
は
一
十^
四
日
に

時
差
登
校
し
、
通
知
表
を
受
け

取
り
体
業
中
の
課
題
等
に
つ
い

て
連
絡
を
し
ま
し
た
．

春
体
み
も
含
み
、
臨
時
体
業

中
に
部
活
動
は

．
切
で
き
ま
せ

ん
で
し
た

４
月臨

時
体
業

は
卜

二
日
ま

で
延

長
、
そ

の
後

さ
ら
に
五
月
六
日

ま

で
再
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

５
月さ

ら

に
臨
時

体
業

が
五
月

三
卜

＾
日
ま
で
延
長
さ
れ
、
六

月

一
日
か
ら
の
再
開
を
目
指
す

こ
と
と
な
り
ま
し
た

四
月
後
半
か
ら
、
登
陵
口
を

設

け

る

こ
と
も

で
き
な
く
な

り
、
生
徒

の
学
習
支
援
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
各
教
科
の
課

題
を
掲
載
、
さ
ら
に
、
上
徒

の

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

講
義

の
模
様

を
動
画

で
撮
影

し
、

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
始
め

ま

し

た
．

最

終

的

に

は
、
約

４
０
０
本

の
授
業
動
画

そ
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
．

ま
た
、
各
担
任
は
、
ク
ラ
ス

の
生

徒
全

員

に
電

話

連
絡

を

し
、
健
康
状
態
や
学
習

の
悩
み

な
ど
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

学
校
再
開

へ
の
準
―――ｌｉ
全
校
と

し
て
、
生
徒
は
三
卜
′――
日
か
ら

二
十
九
日

の
間

に

一
」―
登
校

し
、
担
任
と
個
人
面

‐
―‥―‥
そ
行
い

ま
し
た
っ

７

月中

―１１
と
な

っ
た
ｉ
者
面
談

の

代
わ
り

に
、
各
担
任
は
空
き
時

間

に
生
徒

と
個

人
面

談

を
行

い
、
■
活
や
学
習

の
悩
み
、
来

年
度

の
科
Ｈ
選
択
、
卒
業
後

の

進
路

に
つ
い
て
真
剣

に
相
談
し

て
い
ま
し
た

．

一
学
期

に
予
定

さ

れ

て

い

た
、
新
歓

ハ
イ
ク
や
部
活
動

の

大
会
、
は
い
ず
れ
も
中
止
と
な

り
、
体
育
祭
は
九
月
後
半
に
延

期
と
な
り
ま
し
た
，

一
方
、
臨
時
体
業
期
間

の
授

業

の
遅
れ
を
収
―，
戻
す
た
め
、

七
月
三
ト
　
ーー
ま
で

一
学
期

の

授
業
を
延
長
、
各
行
事
を
中
止

し
、
二
十

．
Ｈ
ま
で
授
業
を
行

い
ま
し
た

８
月夏

休
み
は
、
三
十
二
日
ま
で

の
三
週
――――
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た

が
、
感
染
防

―――
に
配
慮
し

つ
つ
、

部
活
動
や
夏
季
補
習
は
通
常
通

り
実
施
し
ま
し
た
＾

土
曜
授
業

の
午
後
に
行
う
特

進
ク
ラ
ス
生
徒
対
象

の

「
ス
ー

パ
ー
講
義
」
は
、
遅
れ
を
取
り

一戻
す
た
め
、
夏
体
み
中
は
毎
週

実
施
し
ま
し
た

例
年
、
同
窓
会
か
ら
支
援
金

を

い
た
だ

い
て
い
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

ヘ
の
国
際
交
流
プ

ロ
グ

ラ
ム
は
中

――‐
と
な
り
ま
し
た
．

９
月文

化
祭
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
各
運
動
部
活
動
の
大
会

が
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
感
染
症

対
策
に
は
卜
分
注
意
し
た
中
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
代

わ
り
に
、
姉
妹
校

エ
ッ
セ
ン
ド

進
路
指
導
室
か
ら

進
路
指
導
主
事

坂
■
」一・一毒
携
・

一
　

近
況

ま
ず
は
、
１
学
期
の
進
路
行

事
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
年
度
の

一
学
期
は
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
、
ほ
と
ん
ど
の

進
路
行
■
は
中
Ｌ
と
せ
ぎ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
人
試

の
供
擬
試
験
も
ベ
ネ
ッ
セ
、
河

合
塾
と
も
大
会
場
で
の
実
施
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
校
を

会
場
に
し
て
実
施
で
き
る
も
の

は
な
る
べ
く
実
施
し
ま
し
た
っ

二
年
生
は
、
外
部
会
場
が
軒
並

み
中

―――
に
な
っ
て
い
る
分
、
例

年
よ
り
多
く
の
生
徒
が
学
校
で

模
擬
試
験
を
受
験
し
ま
し
た
。

や
っ
と
実
施
に
漕
ぎ

つ
け
た

今
年
度
初
め
て
の
大
き
な
進
路

行
事
は
、
卜

一
月
二
日
に
予
定

し
て
い
る
‐
年
次
生
対
象

の

大
学
分
野
別
説
明
会
」
で
す

外
部
か
ら
講
師
を
招
き
、
十
六

本
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
を
卜
分
に
施
し
つ
つ
実
施

し
ま
す

三
年
次
で
す
が
、
指
定
校
推

薦
の
第

．
次

・
二
次
の
校
内
選

考
行
わ
れ
ま
し
た
〓
大
学
９
８

名
、
短
大
３
名
、
専
門
学
校
７

名
の
計
１
０
８
名
が
校
内
選
考

を
通
過
し
ま
し
た
。
指
定
校
推

薦
の
希
望
者
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ

同
数
で
し
た
．
実
際
の
推
薦
人

試

の
出
順
は

一
一
月
以
降
で
、

こ
れ
か
ら
生
徒
は
、
願
書
や
志

願
理
由
書
作
成
、
面
接
練
習
等

で
忙
し
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
こ

は
さ
れ
る
も
の
の
、
模
擬
試
験

の
傾
向
を
見
る
限
り
、
セ

ン

タ
ー
試
験
と
比
べ
て
大
幅
な
変

史
は
な
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
．

大
学
人
試
改
革
の
二
つ
日
の

日
Ｉ
で
あ

っ
た

「英
語
民
間
試

験
」
の
活
用
も
昨
年
十
　
月
文

部
科
学
省
発
表
の
と
お
り

「見

送
り
」
と
な
り
ま
し
た
こ
〈
ノ
年

は
予
想
さ
え
し
な
か
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で

＾
学
期
は
軒
並
み
検
定
試

験
が
中
止
さ
れ
て
お
り
、
も
し

と
、
「
イ
ー
ポ
ー
ト
フ
オ
リ
オ
」

の
代
わ
り
に
、
「活
動
報
缶
書
」

や

「学
修
計
画
書
」

の
提
出
を

求
め
る
大
学
が
多
く
な

っ
て
い

ま
す
。

定

時

制

近

況

定
時
制
‐教
頭

小
関
　
満

定
時
制

は
昭
和

三
ト

学
し
、
今
年

で
七
十

二

な
り

ま
し
た
。
令
和

一

６

月

賃[濡
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年
一

八
日
に
は
、
新
人
生
と
教
職

員
の
み
で
第
七
十
五
回
人
学
式

が
挙
行
さ
れ
、
３
２
２
名
の
新

人

生

を

迎

え
、

全

日

制

は

９
７
１
名
の
生
徒
で
令
和
二
年

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
入
生
の
保
護
者
の
皆
様
に

は
、
入
学
式
の
模
様
を
映
像
と

音
声
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
、
保
護

者
控
室
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

みに
。四

月
中
、
学
年
を
さ
ら
に
半

分
に
分
け
、
時
差
登
校
日
を
３

日
設
け
て
、
生
徒
の
健
康
観
察

や
課
題
を
指
示
し
て
、
学
習
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

創
立
百
周
年

校
長

平
川
充
保

同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
学
校

の
教
育
活
動
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

令
和
二
年
度
は
、
「新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
拡

大
防
止
の
た
め
、
四
月
、
五

月
の
二
か
月
を

「臨
時
体
業
」

と
し
、
六
月
か
ら
段
階
的
に

授
業
を
開
始
す

る
と

い
う
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
異
例
の
ス
タ
ー
ト
と

一
日
か
ら
学
校
は
再
朝
さ
れ

ま
し
た
が
、　
一
週
日
は
一
ク
ラ

ス
を
半
分
に
分
け
、
週
〓
日
の

分
散
登
校
、
三
■
一週
目
は
、

週
２
か
ら
三
．目
の
分
散
登
校
と

し
ま
し
た
　
　
　
　
　
一一

二
十
二
日
か
ら
通
常
登
校
を

開
始
し
ま
し
た
が
、
毎
朝
の
検

温
や
手
洗
い
。
手
指
の
消
毒
、

換
気
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
の

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら

の
再
開
で
す
ビ
　
　
　
一

部
活
動
も
、
活
動
時
間
や
回

数
を
制
限
し
た
中
で
の
再
開
と

な
り
ま
し
た
ｃ
　
　
　
・

ン

・
キ
ー
ロ
ー

・
カ
レ
ッ
ジ
の

授
業
に
生
徒
７
名
が
参
加
す
る

オ

ン
ラ
イ

ン
交
流

を
九

日
、

十
五
日
、
十
七
日
の
二
日
間
行

い
ま
し
た
。
最
初
、
緊
張
し
て

い
た
生
徒
た
ち
も
、
三
回
目
に

は
、
積
極
的
に
な
り
、
身
振
り

手
振
り
を
交
え
、
楽
し
そ
う
に

英
語
で
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
の
出
願
指
導
も
行

い
ま
し

た
。
今
年
度
は
１
４
４
名
が
出

願
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
度

の
セ
ン
タ
ー
試
験
出
願
者
数
と

同
数
で
す
。

一
一　
大
学
入
試
改
革

今
年
度
、
初
め
て
の

一，大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
大
き
な
変
更
に
な
る

は
ず
だ

っ
た
国
語
と
数
学

の

「記
述
式
導
入
」
は
昨
年
十
二

月
、
文
部
科
学
省
発
表
の
通
り

「中
止
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
題
の
傾
向
は

「思
考
力

・
判

断
力
」
を
見
ら
れ
る
よ
う
変
更

日
に

「本
庄
市
民
文
化
会
館
」

を
会
場
に

「
創
立
百
周
年
記

念
式
典
」
を
盛
大
に
挙
行
す

る
予
定

で
す
。
狩
野
同
窓
会

長
を
委
員
長
と
す
る
実
行
委

員
会
も
活
動
を
進
め
、
「式
典
」

「記
念
事
業
」
「記
念
誌
」
「募

金
対
策
」
の
各
委
員
会

で
も

熱
心
に
ご
協
議

い
た
だ

い
て

お
り
ま
す
。

本
庄
高
校
が

「百
年

の
歴

史
」
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
地
域

の
皆
様

の
期
待

に
応
え
る
教
育
活
動
を
展
開

し
、
本
校
を
巣
立

っ
た
多
く

の
卒
業
生
が
、
社
会
に
有
意

な
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
こ

ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、

地
域

の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
支

援
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
母

校
の

「百
年
の
歴
史
と
伝
統
」

は
、
同
窓
生

の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
は
極
め
て

「名
誉
」
な

こ
と
で
あ
り
、
「誇
り
」
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

本
庄
高
校
に
学
ぶ
生
徒
た

ち
は

「
無
限

の
可
能
性
と
輝

き
」
を
持

っ
た
生
徒
た
ち
ば

か
り
で
す
。
毎
日
悩
み
苦
し

み
な
が
ら
も
、
な
り
た
い
自

分
に
な
る
た
め
に
、
自
信
を

も

っ
て
意
欲
的

に
活
動
し
、

成
長
し
て
く
れ
て
い
ま
す
ｃ

「停
滞
」
す
る
こ
と
は

「後

退
」
す
る
こ
と
。
私
た
ち
教

職
員
は
、
そ
う
し
た

「歴
史

と
伝
統
」
に
恥
じ
な
い
教
育

活
動
を
展
開
し
て
、
着
実

に

前
進
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
生

の

皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

盛
大
に
か

つ
誇
り
高
く

「
創

立
百
周
年
」
が
迎
え
ら
れ
る

よ
う
、
そ
し
て
、
本
庄
高
校

が
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
生
徒

の

活
動
を
、
ま
た
、
学
校

の
教

育
活
動
を
ご
支
援
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

オンライン交流

予
定
通
り
民
間
試
験
の
活
用
が

行
わ
れ
て
い
た
ら
、
か
な
り
の

混
乱
が
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま

一，
）共

通
テ
ス
ト
の
英
語
の

「筆

記
試
験
」
の
問
題
は
、
並
べ
替

え
問
題
や
発
音
問
題
は
出
題
さ

れ
ず
、
読
解
問
題
の
み
の
出
題

と
な
り
ま
す
ｃ

英
語
民
間
試
験
に
関
し

て

は
、
共
通
テ
ス
ト
で
の
活
用
は

見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
学
独

自
に
、
出
願
要
件
に
し
た
り
、

入
試
で
加
点
し
た
り
、
授
業
料

の
減
免
を
行

っ
た
り
は
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
て
、
今
後
も
さ

ら
に
活
用
が
広
ま
り
そ
う
で
す
。

大
学
入
試
改
革
の
三
つ
目
の

日
玉
で
あ

っ
た

「イ
ー
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
」
（受
験
生
の
高
校

時
代

の
特
別
活
動
や
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
、
学
習
活
動
、
資
格
取

得
等
を
受
験
生
自
身
が
ま
と
め

た
も
の
を
大
学
が
ク
ラ
ウ
ド
を

通
じ
て
直
接
閲
覧
で
き
る
シ
ス

テ
ム
）
も
、
八
月
七
日
文
部
科

学
省
発
表
の
通
り
、
実
施
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
大
学
が
全
体
の

一
割
程
度
と

非
常
に
少
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
で
す
。

こ
れ
で
三
つ
の
入
試
改
革
の

目
玉
は
全
て
行
わ
れ
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
大
学
に
対
す
る

文
部
科
学
省
か
ら
の
通
達
は
現

在
で
も
生
き
て
い
る
の
で
、
受

験
生
の

「主
体
性
」
を
評
価
す

る
等
の
取
り
組
み
は
各
大
学
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
各
大
学
の
学
校
推

薦
型
選
抜
（従
来
の
推
薦
入
試
）

や
総
合
型
選
抜

（従
来
の
Ａ
０

人
試
）
の
入
試
要
項
を
見
ま
す

新
入
生
７
名
を
迎
え
、
全
校
生

徒
６
０
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
臨
時
体
業
で
約
２
か
月
間

家
庭
で
の
学
習
が
中
心
と
な
り

ま
し
た
が
、
六
月
か
ら
学
校
は

再
開
し
、
幅
広
い
年
代
の
生
徒

ら
は
、
登
校
時

・
授
業

・
給
食

等
に
お
い
て
、
感
染
症
対
策
を

十
分
に
と
り
な
が
ら
落
ち
着
い

た
学
校
生
活
を
送

っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
４
年
生
は
こ
う
し

た
状
況
下
に
お
い
て
も
年
度
当

初
よ
り
進
路
活
動
を
継
続
し
て

行

っ
て
お
り
、
卒
業
後
の
進
路

実
現

へ
向
け
て
毎
日
励
ん
で
お

り
ま
す
。

習
熟
度
別

に
分
か
れ
た
授

業
、
日
本
語
を
苦
手
と
し
て
い

る
生
徒

へ
の
日
本
語
教
室
や
個

別
指
導
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

に
よ

る
カ
ウ

ン
セ
リ

ン

グ
、
就
職
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ

ー

に
よ
る
進
路
指
導
、
深
谷
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

支
援
等
、
様
々
な
外
部
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
生
徒

へ
の
教
育

活
動
を
今
後
も
継
続
し
て
行

っ

て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
本
庄

高
校
定
時
制
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
最
新
の
学
校
生
活
状
況

を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
定
時
制

へ
の
ご
支

援

。
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

給
食
の
様
子

授
業
の
様
子

本庄高校は2022年 に創立百周年を迎えます。
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両道 :本高生の躍進 ::

令和元年 12月 16日 に第 43回 アンサ

ンブルコンテスト県大会が久喜総合文化会

館にて行われました。全 196団 体が地区

予選で3高 を肖り 、選ばれた 40団体でイ
=わイ1た 県大会では、本校から全管 5重奏と

木管打楽器 8重奏の 2団体が出場し,ま し

た。結果 よ金管 5重奏が i同 賞、木管手T楽

器 8重奏は金賞を受賞し、大遣問しました ,

木管打楽不 8重 泰については、県の代表

としても選出され、西関東大会出場の切

符も手に 0る ことができました。こrlは 、

■庄高111J市 ,1来 初とな■Ⅲ挙にな ほ
r  ‐ ~  :―  ●:  三   「匡 =
25回 西関東アンサンフ,レ コンテストか久

喜総合文化会館にて行われました。西関東

大会は、埼玉県の他、EI馬 県、新潟県、

山梨県の代表で競われ、上位 2団 体が全

国大会へと進みます。吹奏楽部は、日f
より「響け本高サウンド 心を一つにぬく

もりのある演泰を JをスE―ガンに指 す(

棟習に励んでいます。当日 本、本11サ ウン

ドを会場いっぱいに響かせること力|で きま

した。富査員からは「舞整の将はを―‐く生

かした躍動感のある演奏=荘厳さがとて]
表現さl‐ ていて、全体のサウンドも豊かで

す
=」

とのご講評 1刊騒覆

「

・
磁蓋壁

をいただき、見事

i月 賞を受賞するこ

とができました

こ
'´

1か らも■言11の

気持ちを t,1■ す:

司志会の皆
=を

ま

じめ、地域に愛さ

■る部をヨモし頑

]長 つてまいります。

曇: 植i齢耐萄

男子バレーボール部は、現在 3年生 5人、

2年生9人、 1年生 11人、マネージ,-4
名の言+29名で活動しています。日頃から、

多くの方に支えてtlた だいておりますこと

を大変ありがたく思つておりますここの場

を借りて、感謝申し上げます。皆さまに支

えられ、我々はすべての大会で県大会土

場を果たしてきましたこ先日行わllま した

インターハイの代替大会でも、新チームで

出場し、県大会出場を果たしました。 し

かし、我々が目指しているところは、 関

中大会 です.7年前の平成 25年 には、

■■,1三 liデ |=I、 ■ [`立 []、 ン ■:貢

大会に出場しました。しかし、言うまでも

なく関東大会の壁は高く、簡単なことで

はありません.毎年 5月 に行わllる 年 1回

の県予選で 6位 に入らなければ、関東大

会には行けません:そ して、その■の戦

いはすでにもまってします:

偉大なダ
=輩

たちが「iし てくださった坊■

に、現li=「 員も中J=を 受 ず、日々の■習

に励んでおります。再ひ、間東大会のステ

ージに本圧高校の名を星かせられるよう

頑張ります.今後とも、変わ
~lぬ

ご声援の

ほど、よろしくお願し`=し上げ
｀
ますc

lt

十年度の県千人大会において男子の田1

■■ハンマーチで優勝 し、女子の竹花、

=≡
■` 2位と41■ こ入り、畦地と41花 は

二≡■門情された関東高等字・_選 抜新人

三会 こl‐

~出
し、三土地は9位、竹花は8位

ア員と本庄高校陸上競技部の歴史の中で

初の女子による胃東大会入賞者となりま

した .

今年度は]Eナ禍の中、多くの大会が

=す
す|]、 オ

=■
■■上部 41年 ぶりのイ

ー授の出場も二
=う

ことができませんでし

た,先日実施されました全国のリモート大

会では、畦地と竹花の全国ランキングが

それぞれ 42位と 81位でし,た ので、競技

レベ |レが全国に近づけたと石ピ言しています。

今年度も北
=嘔

tl・ 区新人大会から 2 iF生

■=LIに した

'Fプ

ームでのせんでいます.

F子 ll′ マー11や女子 100mで北部上也区

■■ _ll■ iJヨ ち数多く入豊し、県大

会′ヽ、」〕三
=t,つ

ております,(結果の詳

IEに つし'て ま=E弓 校のホームページを

ご覧くださし〕|

今後も本三百項陸上部の先輩たちが残

してくれた輝
=し

美積に恥じない活動と成

積を残すべく、       .基
「1_L111支 にIT

ち■んでいき

ます 今後と

■ご支援よろ

しくお願いし

ます。

電 話 設 備 、OA機 器

放送設備、設計・施工・保守

●ll l117.‖()lll tti設 備 1務 会会11 ●力lli.1気 li業 ‖101時 糸勺lli

関東通信機株式会社
代表取締役 森 田 )ヒ 暑界 (昭 n158年卒 )

熊谷市本町 1丁 目234番 池
C)(048)523-2141“増 FAX(048)522-5556

スポーツを愛する本高生を応援します ! 現役生&OB割引あり

本庄②近場
HON」○―DOJO

埼玉県本庄市早稲田の社4丁目1-2
お聞い倉わせ 見学・体験申込 infO@mcajp/090‐ 3348‐6738 担当 :吉澤昌 (昭和63年卒 [高 40回 ]/柔道部)

終身会費は同士ヽlの 振込用紙で納入して ドさい。
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4月 27日から本部役員定例会議を年間 8回開催。 毎月、同窓会 。P tt Aの 役員が交代で自学

自習応援のボランテイア活動で図書館当番

6月 22日 令和元年度定期総会を埼玉グランドホテル

本庄で開催

当日は、卒業生で本庄市教育長の勝山勉氏が記念講演を

9月 28日  令和元年度第 1回支部長

会議を母校のセミナー棟で開催

10月 31日 同窓会報
「第50号 柏陵」
22,500部 を会員に発行

11月 14日  同窓会第 3回 ゴルフ

コンペを玉村ゴルフ場で開催

12月 21日 奨学金制度奨学生

選考委員会議を開催、本年度

8名を決定。

優 勝   新島 一英

準優勝   西本 征弘

3 位   青木 利夫

女性優勝  真下恵美子

1月 25日 令不□元年度第2回支部長会議を五州園で開催
同窓会新年会を五州園で開催、アトラクシ∃ンに卒業生の

川上葉月さん (高 60回卒)出演

3月 12日  母校卒業式 (新型コ

ロナウイルス感染症対策のため

生徒のみで開催 )

行つた。

帥詐嘆11(1ネ ri、

;::晨月t公え期∫

本庄高校は2022年 に創立百周年を迎えます。
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令和元年度 埼玉縣立本庄高等學校
同窓会会計決算書

自 Tl」 k31年 4月 l目  至 令和2f+3月 31日

(単位 :円 )

日召千日201「

小暮 二郎
|イlf1 2 8争 i

ll:|ノ J

I「 l fl[ζ l)イ i

′卜′」Jti l

l[イ Πf,0年

「1山奇 文作

角谷 高之

高
rll孝

行

高僑 登子
‖召下日3 1iF

ネllニケ ]1イヽr
llrfF 1 3 2 fli

lり:き よ J4

1ご II Iを

il「  ;11 fl:

Jヽ暮 不ЦElf

坂_L英夫
貪1持 |1信

‖″不日341千

鹿 |¬ :千
‐

Filll 十d j・
11′ 1日 111 5 fi

l,「 :'til)
lti「 :||ギ :k

H`イ「|||'(ヽ イ
li

常 it l支

福!≒ 英彦

|■≒林子
■千 馨

|「「 17イ i

■■ヽ )tl支

11■ 喬

'|■
i lili」

′

1lF lキ ヽf:

'tlこ
 )`lk

「lllil ultり 」

栗原 勇
日吉f日 39」

「
福島 文男

H吾 千14(l ili

411■ ■
‖:|:足「

[

lt′イ千1141「 :

′
Jヽ
「本「  |

,ヽ ,1ルt

敷地 文た
企 了 ■
根本 脩一

日召n』 42手 F

鴇田 和」夫
安藤 美代子
三田 敬子
:三「1 1,

|イ 1不 43年
,午 嘲:秀‖i

1 lF唯

「

l fl:

日召下口5 3FF

茂木 富之
llit ili″由i

FI可 〃Jノ、

FIオ(r
萩原

'1り

l

l`イ 不 54イ |:

本問 J令 子

磐上 泰和
吉田 正夫

日召不日56ビ羊
荻野 iF裕

力i嚇  ‐英

召不 57年
内||| lt i

l`イ 不 58イ「
lkl l !=義

平成 19年
人谷 Iに 紀

4`1戊 2141:

4ヽ |l lよ  |力 |

4`1戴 27イ li

liリト宏世」
｀
14成 2811
島
「

|′学
4`成 29年
須賀 健太

丸橋 美裕季

荒木 真結

平成 30年
鈴イく健ヾ

4ヽ成 31f:
′卜11:IB

ノ(1」
: |[「 ll「

小林 海

松田 憲昌

渡部 俗也

企子 千恵子

令瀾12イ |:

| ||た不H

lltil: |:

|′可ll ll」 真

蓮 愛琴

占澤 寛

久慈 しず く

金子 采和

樋国 大峨

松原 早紀

I:津 千■1

11「与優貴 i´

J卜 1111ギ rタク

;tlナ 111)t)t

ill l乃 受

栗原 嘉宏

山口 遥束

黒円 iE人

百花 葵

収入の部

令和 2年 9月 30日 までの納入者を掲載 しました。
終身会費納入ありがとうございました。

支出の部 (単位 :円 )

I 収入ク)部 合言|(5、 989,505円 )一 支出の部合計(■.271,5411■」)=
1,717,964円 (翌 年,Iへ繰0

ll 令和 2年 3月 31日 現在 定期預金残高は5,000,000円 (埼玉

りそな銀行定期預金)

Ⅲ 令和 2年 3月 31日 現在 終身会費納入者 6,721名
1 

本庄高等学校奨学金寄付者 (令和2年 10月現在)

1 増野武夫 (昭 n26年わ  内野昭八貞「 (1昭 和27年 11)

終身会費納入のお願い   |
● (同窓会の運営にご協力ください)    :

同窓会の基礎財源は終身会費 (1万 円)で す31
この会費は、同窓会の運営のほか現役生徒のクラ |

ブ活 ll」 や学業支援に活用されていますi      :
]封 の振〕△||]紙 で |)う ち ょ銀行窓llで のお振 り

:

i△ みをお願いします.              :
加入者名 埼玉県立本庄高等学校同窓会     |
口座番号 00140-6-694351(ゆ うちょ銀行)|

1   同窓会新年懇親会のご案内   |
1日 時 令和3年 1月 30日 (土)午後5時      |

IR熙呵書ぽ::艦∫
分  |

| またはHP httpブ/hOnkO dosokaijp//で 12月 25日 (金 )まで
i

l にお申込みください。                  |

甲   |

II辺 書キ
飯田 え夫

日召千日4611
皆川 秀一

昭千日4 7年
小泉 嘉津美

『イ不148イ「
才午1本 オ,か r
ll'  1千 rヽ

岩‖1 秀人
IFl不 14 9fi

萩原 啓一

峯 三男
高橋 千日子
関「1英世

目召不日5()J「

は1沢 敦子
阪爪 1人
′
]ヽ Jヒ 本 堤伎

イイ不 51年
′
1ヽ |力|llと
「[l il=一

日J「ll 不‖|ヽ

黒澤 彰
昭和 52年

秋元 仲浩

■ 4く 」ヽ百合
昭下Π61年

小山 武夫
平成元年

石田 由美
二
「 17ヽ 3f「

‖||II宏
4`成 4 fi

ム与刀く時りt
4`成 6年

'1あ

つみ

Fヽ成 6年
林 秋絵

平成 8年
十」田 敦志

平成 ll年
内海 貴久

14成 12イ |:

, lJ r史
、4成 1 4 fl:

|プЧIIl frir「 F

,4成 15年
内海 仏■甲r
メL岡 陽 r

平成 16年
牟田 聖史

FJ 目 予
`章

内1 決算額 士ヒJ咬ナ曽ルt客貢
人  会  ↑ 688.000 684,0()0 △ 4.(X)()

終 身 会 費 l、 7()(),0()() l.I()()、 ()()() △ 510.(X)()

`奇   |」   金 50,()00 0 △ 50.000

広 告 掲 載 卜| 100.000 60、 000 △ 10.000

繰  入  金 l.000,000 3、 000、 000 2.000.000

収 ノ、 3,000 19,266 16、 266

繰  越  金 1,036,239 l,036,239 0

4,577,2(39 5,989,505 1,412、 266

|| 予η:11[ 決 残  訂

総 I()().()()() ;1.lts2(3 △ 35、 177

11111れ 1成 費 15(,()|)() l すl ()Iヽ 18 982
会 報 発 行 費 3,200,000 3, 〕6.900 △ 3,100

記 念 品 費 344,000 321,974 △ 22,026

母 校 助 成 金 0 100、 000 100.000
ム
ム

生
成 費 24768 △ 25,232

後  援  費 500,000 290,082 △ 209、 918

事 務 ‖た 費 150,0()0 1・11 1)7(; △ 8.021

′ ∬朽 `t 832 △ 83239

|

1,577,239 4.271.5■ 1 ′へ (3()5,6,)S

同窓会は

伝統あ
|‐ おい

GOSH∪ ENク リし―, 
「

る

し

五州園の
いお料
総合宴会場

理 で

瘍力 ]l
常務取締

`せ

赤ソ1迪 J4

(||イ 1不1137イ liスト・ Itl 1411 1)

期」ノ、志塚照義
(14成 2年 卒・高421日 |)

五洲園グループ
相談役 萩原達夫

(昭和45年卒・高22回 )

ご宴会ご予約専用ダイヤル

TEL.0495-22‐ 5225
受付時間 AM10 00～ PM6 00

〒3670021 埼玉県本庄市東台425

(イ シンクグ レイス本庄、アメノ主ンタク しイスFl橋

三、五州園ケータ リンク三≡ぎ

本高 同窓会●同窓会ホームページ

●メールア ドレス

●Facebook 柏陵会 1埼玉縣立本庄高等学校同窓会)

終身会費は同封の振込用紙で納入して ドさい。


